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第 4 章では塑性ヒンジ理論塑性力学による解析，第 5 章では有限要素モデルを作成して静的解析，第 6
章では静的縮小モデルの試験片について動的実験およびその解析を行い，静的縮小モデルの変形吸収エネル
ギーについて検討して有益性を確認した。第 7 章では実車に用いる変形吸収エネルギー評価方法を検討した
結果，潰れ変形の変形吸収エネルギー評価として従来から行われている上方から見た車体の潰れ変形範囲を
指標とする手法を採用した。続いて，変形の主体が曲げ変形に遷移した以降は，曲げ変形角度を指標とした
変形吸収エネルギー評価を提案した。第 8 章での結論として，高速度のポール側面衝突における車体変形状
況から衝突速度の推定手法について提案した。 
 
 
論文審査結果の要旨 
本論文は，自動車事故の原因究明において重要な位置を占める衝突速度の推定に関する一連の研究成果を
まとめたものである。具体的な内容としては，車体の変形を潰れ変形と曲げ変形に分離した実車実験の詳細
な分析，車体を四角形鋼管で模擬した縮小モデルの提案，そのモデルを用いた静的および動的実験の実施，
塑性解析およびエネルギー理論を用いた実験結果と数値解析結果の詳細な分析である。一般に，実車実験の
実施には，多大な経費と時間を要することから，様々な条件を想定して実験を実施することは事実上不可能
である。したがって，少ない実車実験より得られる結果の詳細な分析，多数回の実施が可能な簡便な模擬実
験の実施，それらを関連づける力学的検討や数値計算により多面的にアプローチする手法が有効であると考
えられ，本論文では，そのような流れで高速度のポール側面衝突に関して検討している。その結果，事故後
の自動車の変形状態から衝突直前の速度を正確に推定することが可能となり，従来の潰れ変形のみを考慮す
る手法と比較して推定精度も向上している。また，事故時の自動車変形を力学的観点から分析することによ
り，ポール側面衝突における車体変形のメカニズムも明らかにしている。得られたこれらの知見は，学術的
価値があることに加え，事故時に多数の映像が得られるようになる今後の社会においても極めて有益である
と考えられる。 
以上の理由により，本論文は博士（工学）の学位に値するものと考える。 
